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恥
ず
か
し

な
が
ら
ニ
シ

ン
戦
争
（
ニ

シ

ン

の

戦

い
）
は
て
っ

き
り
ニ
シ
ン

を
巡
っ
て
起

こ
っ
た
国
際
紛
争
だ
と
勘

違
い
し
て
い
た
。
実
際
に

は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス

が
戦
っ
た
百
年
戦
争
の
中

の
数
多
く
の
戦
闘
の
一
つ

で
、
戦
い
の
後
、
兵
糧
だ

っ
た
ニ
シ
ン
の
塩
漬
け
が

大
量
に
散
乱
し
て
い
た
こ

と
が
由
来
だ
▼
ニ
シ
ン
の

戦
い
は
ニ
シ
ン
が
原
因
で

は
な
か
っ
た
が
、
水
産
資

源
を
巡
っ
て
国
際
間
で
紛

糾
し
た
例
は
多
い
。
さ
ら

に
現
在
の
水
産
物
資
源
の

状
況
を
み
る
と
水
産
資
源

を
巡
っ
て
対
立
す
る
可
能

性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は

１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１

２
年
ま
で
の
約
４０
年
間
で

海
洋
生
物
個
体
群
の
規
模

は
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。

国
連
食
糧
農
業
機
関
に
よ

る
と
世
界
の
漁
業
の
３３
・

１
％
が
持
続
可
能
な
水
準

を
超
え
て
漁
獲
さ
れ
て
い

る
▼
こ
う
し
た
中
、
海
の

エ
コ
ラ
ベ
ル
と
呼
ば
れ
る

Ｍ
Ｓ
Ｃ
や
Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
を

取
得
す
る
企
業
・
団
体
が

増
加
し
て
き
た
。
Ｍ
Ｓ
Ｃ

は
持
続
可
能
な
漁
業
で
獲

ら
れ
た
水
産
物
の
認
証
。

Ａ
Ｓ
Ｃ
は
責
任
あ
る
養
殖

水
産
物
の
認
証
だ
▼
歴
史

で
は
ニ
シ
ン
の
戦
い
の
後

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が
登

場
し
フ
ラ
ン
ス
は
国
土
を

回
復
す
る
。
こ
の
課
題
に

対
し
て
も
救
世
主
の
登
場

が
待
た
れ
る
。
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わ
が
家
の
か
ら
揚
げ
を
も

っ
と
お
い
し
く
。
食
用
油
大

手
の
Ｊ
―
オ
イ
ル
ミ
ル
ズ

は
、
専
門
店
の
よ
う
な
お
い

し
い
か
ら
揚
げ
が
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
専
用
油
「
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
か
ら
揚
げ
の
日

の
油
」
（
４
０
０
�
フ
レ
ッ

シ
ュ
キ
ー
プ
パ
ウ
チ
）
を
３

月
上
旬
か
ら
全
国
発
売
す

る
。中

食
惣
菜
の
需
要
拡
大
や

後
片
付
け
の
手
間
な
ど
が
敬

遠
さ
れ
、
家
庭
内
で
の
揚
げ

物
調
理
は
年
々
減
少
傾
向
だ

が
、
「
唯
一
、
手
作
り
の
か

ら
揚
げ
調
理
は
増
加
し
て
い

る
。
（
油
メ
ー
カ
ー
と
し

て
）
こ
こ
に
一
点
の
光
明
を

見
い
だ
し
た
」
（
古
川
光
有

・
Ｊ
―
オ
イ
ル
ミ
ル
ズ
執
行

役
員
油
脂
事
業
部
長
）
と
、

開
発
背
景
を
説
明
す
る
。

同
社
に
よ
る
と
、
ベ
ー
シ

ッ
ク
オ
イ
ル
（
サ
ラ
ダ
油
や

キ
ャ
ノ
ー
ラ
油
な
ど
）
を
使

用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
食
卓
出

現
頻
度
は
、
主
流
だ
っ
た
野

菜
炒
め
や
焼
き
そ
ば
が
大
き

く
減
少
し
、
揚
げ
物
の
出
現

頻
度
も
減
少
し
て
い
る
�
別

表
。
一
方
で
「
鶏
肉
の
和
風

揚
げ
物
」
（
か
ら
揚
げ
）
の

出
現
頻
度
は
５
年
前
に
比
べ

て
０
・
３
�
、
８
％
程
度
増

加
し
て
い
る
と
い
う
。

家
庭
で
の
揚
げ
物
調
理
が

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

「
揚
げ
油
に
対
す
る
意
識
や

使
用
量
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
」
（
同
）
。
油
の
交
換

頻
度
は
昔
の
よ
う
に
オ
イ
ル

ポ
ッ
ト
に
入
れ
て
３
、
４
回

は
使
う
人
が
激
減
し
、
１
回

で
捨
て
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

増
加
。
油
の
酸
化
が
気
に
な

る
と
い
う
声
も
増
え
て
い
る

と
い
う
。

家
庭
用
油
の
消
費
量
は
減

少
傾
向
に
あ
る
が
、
一
方
で

キ
ッ
チ
ン
の
食
用
油
の
在
庫

本
数
は
こ
の
１０
年
で
１
・
３

倍
に
増
加
。
複
数
の
オ
イ
ル

を
用
途
や
メ
ニ
ュ
ー
で
使
い

分
け
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
以
前
の
よ
う
に

揚
げ
物
鍋
に
た
っ
ぷ
り
と
油

を
注
ぐ
人
が
減
少
し
、
フ
ラ

イ
パ
ン
に
少
量
の
油
（
肉
の

４
分
の
３
が
漬
か
る
程
度
）

で
調
理
す
る
人
が
大
半
を
占

め
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
態
も
踏
ま
え

て
、
開
発
し
た
の
が
「
か
ら

揚
げ
の
日
の
油
」
。
１
回
使

い
切
り
の
４
０
０
�
容
量

で
、
容
器
は
注
ぎ
や
す
く
、

鮮
度
を
守
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
キ

ー
プ
パ
ウ
チ
を
採
用
。
中
身

の
オ
イ
ル
も
こ
だ
わ
り
、
か

ら
揚
げ
専
門
店
の
お
い
し
さ

を
家
庭
で
再
現
で
き
る
専
用

油
を
開
発
し
た
。

特
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、

家
庭
の
少
量
フ
ラ
イ
パ
ン
調

理
で
も
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
お

い
し
い
か
ら
揚
げ
を
表
現
す

る
オ
イ
ル
の
配
合
。
専
門
店

の
か
ら
揚
げ
は
、
大
き
な
フ

ラ
イ
ヤ
ー
で
、
デ
ィ
ー
プ
フ

ラ
イ
（
た
っ
ぷ
り
の
油
で
揚

げ
る
こ
と
）
す
る
こ
と
で
、

肉
の
旨
み
や
下
味
の
風
味
が

揚
げ
油
に
染
み
出
し
、
お
い

し
さ
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
参

考
に
、
鶏
の
コ
ク
と
旨
み
、

生
姜
の
風
味
を
新
鮮
な
オ
イ

ル
に
溶
け
込
ま
せ
、
業
務
用

油
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活

用
し
て
、
冷
め
て
も
べ
た
つ

か
ず
、
カ
ラ
ッ
と
ジ
ュ
ー
シ

ー
な
か
ら
揚
げ
が
作
れ
る
専

用
油
に
仕
上
げ
た
。

消
費
者
テ
ス
ト
で
も
、

「
ワ
ン
ラ
ン
ク
の
上
の
か
ら

揚
げ
に
仕
上
が
る
」
な
ど
高

い
評
価
を
得
て
お
り
、
新
商

品
の
店
頭
導
入
も
計
画
を
上

回
る
手
応
え
。
西
田
尚
美
さ

ん
を
起
用
し
た
Ｃ
Ｍ
も
投
入

し
、
家
庭
用
油
売
場
で
の
展

開
に
加
え
、
週
末
の
か
ら
揚

げ
フ
ェ
ア
な
ど
店
頭
の
提
案

活
動
に
も
力
を
入
れ
る
。

幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
に
使
え

る
汎
用
性
が
特
徴
の
食
用
油

で
、
か
ら
揚
げ
に
照
準
を
絞

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
専
用
油
は
同

社
で
は
初
の
試
み
。
「
商
品

名
の
『
か
ら
揚
げ
の
日
』
に

は
、
日
常
の
う
れ
し
い
出
来

事
が
あ
っ
た
時
に
、
家
族
み

ん
な
で
手
作
り
の
お
い
し
い

か
ら
揚
げ
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め

て
、
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
も
作
成
し

た
」
（
古
川
氏
）
。
日
本
唐

揚
協
会
認
定
商
品
の
お
墨
付

き
も
得
て
、
家
庭
の
か
ら
揚

げ
需
要
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

て
い
く
構
え
だ
。

古川部長

和田社長㊧と赤坂潭亭の田中料理長

ま
ず
相
場
の
影
響
要
因
で

は
２
月
第
１
週
、
第
２
週
で

主
に
入
札
さ
れ
る
Ｃ
Ｖ
Ｓ
原

料
向
け
（
フ
ィ
ル
ム
海
苔

用
）
の
手
当
て
が
あ
る
。
Ｃ

Ｖ
Ｓ
お
に
ぎ
り
は
海
苔
需
要

の
３
割
強
を
構
成
し
て
お

り
、
最
大
に
し
て
超
重
要
な

得
意
先
。
特
に
フ
ィ
ル
ム
海

苔
は
海
苔
の
品
質
も
ス
ト
レ

ー
ト
に
伝
わ
る
な
ど
、
業
界

と
し
て
も
安
定
供
給
で
き
な

い
と
大
問
題
に
な
る
。
こ
の

手
当
て
が
今
年
は
遅
れ
て
お

り
、
現
在
佳
境
を
迎
え
て
い

る
。
ま
ず
量
的
な
確
保
が
で

き
る
か
ど
う
か
。
か
な
り
し

っ
か
り
と
し
た
価
格
に
な
る

見
込
み
だ
。

次
に
Ｃ
Ｖ
Ｓ
の
手
巻
き
寿

司
や
直
接
海
苔
を
巻
い
た
お

に
ぎ
り
用
、
持
ち
帰
り
寿
司

用
、
ス
ー
パ
ー
の
惣
菜
用

（
寿
司
、
海
苔
巻
き
）
な
ど

業
務
用
で
も
上
物
向
け
と
家

庭
用
商
品
向
け
な
ど
入
札
価

格
で
９
～
１２
円
以
下
、
１２
円

今
年
度
の
海
苔
共
販
（
１８
年
１２
月
～
１９
年
４
月
）
が
１
月
末
の
折
り
返
し
点
を
過
ぎ
た
。
枚
数
で
２２
％
減
（
２５

億
４
千
８
０
０
万
枚
）
、
平
均
単
価
は
０
・
８
％
高
（
１４
円
３４
銭
・
１
枚
当
た
り
）
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は

暖
冬
に
よ
る
高
水
温
や
、
栄
養
塩
不
足
な
ど
の
不
作
環
境
で
ス
タ
ー
ト
。
共
販
日
程
の
後
ず
れ
で
対
応
し
て
き
た

が
、
不
作
程
度
が
予
想
以
上
に
深
刻
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
相
場
も
上
昇
。
ま
た
、
中
国
、
韓
国

も
不
作
推
移
で
あ
り
海
外
相
場
も
先
高
感
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
も
し
後
半
戦
（
２
～
４
月
）
も
降
雨
少
な
く
、

暖
冬
傾
向
が
続
き
最
終
盤
の
漁
期
が
短
縮
さ
れ
る
と
、
２
年
前
の
最
悪
シ
ー
ズ
ン
と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
の
大

凶
作
に
な
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。

後
半
か
ら
１３
円
未
満
の
価
格

帯
だ
。
用
途
も
幅
広
い
が
仕

入
企
業
も
多
い
。
Ｃ
Ｖ
Ｓ
向

け
の
フ
ィ
ル
ム
海
苔
は
大
手

の
特
定
企
業
が
買
い
争
う
だ

け
で
、
相
場
の
方
向
性
を
示

す
目
安
と
な
る
も
の
の
後
半

相
場
の
す
べ
て
を
決
め
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
広

く
業
務
用
、
家
庭
用
に
使
わ

れ
る
９
～
１３
円
未
満
は
品
薄

傾
向
が
顕
著
で
相
場
は
上
昇

傾
向
。
こ
の
ま
ま
海
況
が
悪

く
（
高
水
温
）
、
雨
も
少
な

け
れ
ば
共
販
出
品
量
も
伸
び

悩
む
。
さ
ら
に
後
半
日
程
が

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば

現
在
の
前
年
比
７
億
枚
マ
イ

ナ
ス
ど
こ
ろ
の
凶
作
レ
ベ
ル

で
は
済
ま
な
い
。
そ
う
な
る

と
雪
崩
が
発
生
し
た
か
の
よ

う
に
相
場
は
急
騰
す
る
。

ま
た
、
国
産
海
苔
の
生
産

レ
ベ
ル
が
低
下
す
る
中
で
量

的
に
補
填
し
て
き
た
の
は
韓

国
産
だ
。
今
年
度
も
輸
入
枠

が
増
枠
さ
れ
た
が
、
実
は
韓

国
、
中
国
も
日
本
と
仲
良
く

一
緒
に
不
作
年
の
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。
韓
国
産
は
中

国
向
け
輸
出
も
行
っ
て
お

り
、
中
国
の
入
札
会
は
第
１

回
が
終
わ
っ
た
段
階
だ
が
不

作
情
報
か
ら
早
速
韓
国
産
の

需
要
が
著
し
く
高
ま
っ
て
い

る
様
子
。
つ
ま
り
日
本
国
内

で
韓
国
産
を
見
込
ん
で
い
る

業
者
は
価
格
面
、
量
的
な
面

で
注
意
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
状
況
か
ら
後
半
戦

も
緊
迫
し
た
展
開
が
続
く
こ

と
は
必
至
だ
。
よ
う
や
く
４

年
連
続
の
相
場
高
騰
が
落
ち

着
い
た
海
苔
業
界
だ
っ
た

が
、
や
は
り
基
礎
生
産
力
の

低
下
と
暖
冬
時
の
海
況
の
悪

さ
（
水
温
降
下
が
遅
い
、
滞

る
）
が
重
な
っ
た
時
の
不
作

レ
ベ
ル
は
か
な
り
悪
化
し
て

い
る
。
海
苔
ユ
ー
ザ
ー
も
心

配
す
る
後
半
戦
が
始
ま
っ

た
。

日
本
製
パ
ン
製
菓
機
械
工

業
会
（
増
田
文
治
理
事
長
）

主
催
に
よ
る
「
２
０
１
９
モ

バ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
（
第
２６
回
国

際
製
パ
ン
製
菓
関
連
産
業

展
）
」
（www.

m
o
b
a
c
s

h
o
w.

c
o
m

）
が

２０

～

２３

日
、
千
葉
県
千
葉
市
の
幕
張

メ
ッ
セ
・
国
際
展
示
場
４
～

８
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

製
パ
ン
・
製
菓
に
関
連
す
る

専
門
メ
ー
カ
ー
・
関
連
業
者

を
中
心
に
２
５
４
社
・
１
千

６
２
６
小
間
が
集
結
。
出
展

実
績
の
あ
る
社
に
加
え
、
３２

社
が
新
規
出
展
す
る
な
ど
、

従
来
に
も
増
し
、
パ
ン
・
菓

子
の
機
械
・
設
備
、
原
材
料

・
副
資
材
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
網
羅
し
た
展
示
会
に
ふ

さ
わ
し
い
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
。

出
品
内
容
は
、
製
パ
ン
製

菓
機
械
、
原
材
料
・
副
資

材
、
食
品
加
工
機
械
・
包
装

機
械
、
そ
の
他
。
海
外
か
ら

は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
、
米
国
、
ス
ペ
イ

ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ス
イ
ス
、
英
国
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ト

ル
コ
、
中
国
、
台
湾
、
韓

国
、
香
港
の
計
１６
か
国
の
製

品
が
展
示
さ
れ
る
。
過
去
最

大
規
模
の
東
京
開
催
で
、
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

う
一
つ
届
か
な
か
っ
た
」

（
開
発
担
当
者
）
と
省
み
る

が
、
田
中
料
理
長
の
ア
ド
バ

イ
ス
か
ら
隠
し
味
に
泡
盛
を

使
っ
た
と
こ
ろ
「
こ
ん
な
に

変
わ
る
の
か
」
と
驚
い
た
と

い
う
。

ま
た
、
か
つ
お
節
だ
し
の

抽
出
温
度
を
７５
℃
と
す
る
こ

と
で
、
雑
味
・
酸
味
を
抑
え

た
、
相
性
の
良
い
と
い
う
だ

し
が
で
き
た
。

当
面
は
大
阪
工
場
で
生

産
。
発
売
は
両
品
と
も
に
２

月
２０
日
。

思
っ
て
い
た
」
と
い
う
が
、

同
社
の
製
品
を
試
食
し
て

「
（
冷
食
は
）
劣
る
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
た
」
と

話
す
。

試
作
は
５０
～
６０
回
に
及
ん

だ
が
「
（
目
指
す
味
に
）
も

キ
ン
レ
イ
は
主
力
の
「
お

水
が
い
ら
な
い
」
シ
リ
ー
ズ

が
好
調
、
１８
年
度
は
年
間
で

２
千
万
食
を
突
破
す
る
見
込

み
と
な
り
、
全
体
の
売
上
高

も
前
年
比
１
１
０
％
（
１
２

４
億
円
）
と
な
る
見
込
み

だ
。和

田
博
行
社
長
は
好
調
の

要
因
と
し
て
「
健
康
や
安
全

に
こ
だ
わ
っ
た
モ
ノ
づ
く
り

の
精
神
が
、
時
代
の
流
れ
に

合
っ
て
き
た
た
め
だ
」
と
話

し
、
来
期
も
１０
％
増
を
目
指

す
と
い
う
。
同
シ
リ
ー
ズ
も

将
来
的
に
は
４
千
万
食
を
狙

い
た
い
と
す
る
。
今
春
は
同

シ
リ
ー
ズ
か
ら
２
品
を
投

入
、
量
販
向
け
商
材
計
１９
品

で
拡
販
を
図
る
。

１７
年
度
の
冷
凍
具
付
汁
な

し
麺
市
場
は
１２
年
度
比
１
５

２
％
と
大
き
く
伸
長
中
で
、

中
で
も
辛
い
風
味
が
伸
び
て

い
る
と
み
て
い
る
。

同
シ
リ
ー
ズ
「
ラ
ー
メ
ン

横
綱
監
修

辛
ま
ぜ
そ
ば
」

は
辛
い
食
べ
物
が
好
き
な
人

が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
ス
ー
プ
は

横
綱
の
豚
骨
ス
ー
プ
を
使

い
、
ニ
ン
ニ
ク
唐
が
ら
し
を

使
っ
て
「
辛
ま
ぜ
そ
ば
」
を

再
現
し
た
。
レ
ン
ジ
調
理
対

応
。同

シ
リ
ー
ズ
か
ら
は
「
沖

縄
懐
石

赤
坂
潭
亭

沖
縄

風
そ
ば
」
も
発
売
。
沖
縄
観

光
の
人
気
が
上
昇
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
夏
に
食
べ
た

い
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
の
ト
ッ

プ
が
沖
縄
そ
ば
（
同
社
調

べ
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
投
入

に
至
っ
た
。

赤
坂
潭
亭
の
田
中
直
樹
料

理
長
は
当
初
「
料
理
人
と
し

て
企
業
と
は
相
容
れ
な
い
と

「
新
規
需
要
開
拓
、
強
力
支
援
」

（
２
０
１
９
モ
バ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
特
集

６
～
７
面
）

「
平
成
元
年
を
振
り
返
る
」

（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
版

８
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

８０％２．０２．５揚げもの 天ぷら

８１％２．２２．７揚げもの 魚介のフライ

１０４％２．９２．８豚肉の中華風炒めもの

９０％３．５３．９揚げもの カツ

１０８％４．２３．９揚げもの 鶏肉の和風揚げもの

８０％４．７５．９チャーハン

８９％４．８５．４カレー

８６％５．１５．９焼きそば

７０％６．８９．７野菜の炒めもの

１２／１７年比２０１７年２０１２年メニュー名

■ベーシックオイル使用メニューの食卓出現頻度■
食ＭＡＰ、単位：回／千食卓

枚数２２％減、単価０．８％高

２０１８海苔年度折り返し
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かか
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揚揚
げげ
のの
日日
のの
油油
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お
い
し
さ
で
揚
げ
物
需
要
を
喚
起
Ｊ―オイルミルズ

キンレイ

好
評
シ
リ

ー
ズ

に
２
品
投
入

１８
年
度
売
上
２
ケ

タ

増
見
込
み

緊
迫
の
後
半
戦
に
突
入

２０～２３日 幕張メッセ

海外製品も多彩に展示

�������� �
�
�
�
�
�
�

�

������� ��
�
�
�
�
�
�

�

お
知
ら
せ

１３
日
付
は
休
刊
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了

承
下
さ
い
。

食
品
新
聞
社
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